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1. 研究背景 
私たちは日常的に動作や様子，ものやことなど

について，共通認識された単語として扱うことで，

読み書きや会話などのコミュニケーションができ

る．しかし，同じ単語であっても，状況によって，

内包する意味が異なる場合がある．さらに，時代

の変化とともに，単語の意味も変わっていく． 
私たちは，意味の不明な単語に接した時，前後

の文脈によって，その単語の意味を推測しようと

する．キーワード検索においても同様に，その単

語の文字列だけではなく，その単語が使用されて

いる文脈によって，その単語の意味をより適切に

特定できれば，より適切な情報が得られると期待

される． 
本研究では，単語の意味をベクトルとして定量

的に定める fastText というライブラリを使用し，
より効率よく情報取得するための支援を目的とす

る．キーワードとして用いられる単語の辞書的な

意味ではなく，その単語が使われている文脈上で

の意味が表現されたベクトルとして利用すること

で，より適切な検索結果が得られると期待する． 
 

2. 想定するシステムの使用方法 
	 ユーザが PC 上でテキストを読んで，不明な単
語(以下，未知単語とする)を見つけた時に，本シ
ステムが使用される．使用方法を，以下に図 1 と
併せて説明する． 
(1) ユーザは，Web ページ内の未知単語をクリ
ップボードにコピーする． 
(2) 本システムは，コピーされた未知単語を含む
Web ページ内の全てのテキスト情報に基づき，
未知単語のベクトルを作成する 
 
 
 
 
 

 
(3) 本システムは，未知単語の単語ベクトルと，
検索対象となる Web ページに存在する未知単語
と同じ文字列である単語の中から，近い単語ベク

トルを持つ単語を検索結果として表示する． 
 

 
図 1：想定する本システムの使用方法 

 
	 以上の処理により，自分が調べたい単語の意味

に合致した意味で使われている Web ページを検
索できるようになると期待する． 

 
3. システムで利用する関連技術 
3.1 fastText[1] 
	 fastTextは Facebook AI Researchが 2016年
に開発した自然言語処理向けアルゴリズムであり、

GitHub にてオープンソースとして公開している
単語のベクトル化とテキスト分類をサポートした

機械学習ライブラリである．fastTextは，他のア
ルゴリズムと比較して動作が軽く速いのが特徴で

ある． 
 
3.2 MeCab[2] 
	 MeCab は，京都大学情報学研究科−日本電信
電話株式会社コミュニケーション科学基礎研究所

共同研究ユニットプロジェクトを通じて開発され

たオープンソース形態素解析エンジンであり， 
言語, 辞書,コーパスに依存しない汎用的な設計を 
基本方針としている．パラメータの推定に 
Conditional Random Fields(CRF)を用いており, 
ChaSen が採用している隠れマルコフモデルに比
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べ性能が向上している。また、平均的に ChaSen, 
Juman, KAKASIより高速に動作する． 
4. システムの構成 
	 本研究では，fastTextによりベクトル化された
単語を使用して，Wikipedia からの情報取得を支
援するシステムの開発を試みる．単語のベクトル

化には，fastTextを使用する．また，日本語に対
して fastText を使用するにあたり，分かち書き
という単語ごとに空白を書き込む処理が必要であ

る．その分かち書き処理には，形態素解析エンジ

ンである MeCab を使用する．ベクトルの類似度
比較には gensim を使用する．システムの手順は
以下の通りである 
(1) 検索単語を 5 つ以上含む Wikipedia の記事
ごとに単語のベクトル化を行い，モデルを作成す

る． 
(2) (1)のモデルから，検索単語のベクトルのみを
抽出し，検索単語のみのモデルを作成する．この

ベクトルには番号付けする． 
(3) 検索単語の意味が一意(以下，一意的検索単
語)になるようなテキストを集め，そのテキスト
に対して，単語のベクトル化を行い，モデルを作

成する． 
(4) (3)のモデルから，一意的検索単語のベクトル
を抽出し，(2)で作成したモデルに合成する． 
(5) (4)のモデルにおいて，一意的検索単語のベク
トルと比較して，ベクトルが類似する順に検索単

語ベクトルの番号を取得する． 
(6) (5)で取得した番号をもとに，該当する
Wikipedia記事の URLを取得する． 

 
5. 評価実験 
	 被験者計 10 人を 5 人ずつの A グループと B
グループに分けて，実験を行う．各グループの検

索単語は共通にする．また，検索単語の意味が異

なるようにテキストを用意し，システムを使用す

る．表 1 は，検索単語と，テキスト中に含まれる
検索単語の簡易的な意味の一覧である．表 1 にお
ける意味の解釈は，実験に使用するテキストを読

んだ著者の解釈である． 
	 検索単語 1 つにつき，システムから取得した
URL 上位 5 つと，Wikipedia で検索し表示され
る URL 上位 5 つを使用する．その 10 の URL
を使用したページ(以下，検索ページとする)をラ
ンダムで見せて，以下の手順で評価する． 
(1) 被験者は，検索単語を含むテキストから，検
索単語を含む一部を抜粋したものを読む． 
(2) 被験者は，5 つの検索単語に対して，それぞ
れ 10 の検索ページを読んで，それぞれ検索結果

としての適切さを 5段階で主観評価する． 
	 以上の実験手順を A グループ，B グループの
被験者 1 人ずつ行い，ベクトル情報が付与された
単語による検索の有効性を検証する．実験結果と

考察については，発表の際に紹介する． 
 
表 1：実験で用いる検索キーワード 

検索単語 意味（A群） 意味（B群） 
マフラー 襟巻き．防寒

具． 
エンジンの消

音装置． 
チェック 格子模様． 検査すること 
ノリ リズムにのる 海苔（食品） 
ブロック ゲーム用語 区分．地域 

ATM 非同期転送モー

ド． 
現金自動預け

払い． 
 

6. 分析方法 
(1) 実験結果をWikipedia内の検索ページとシス
テムで得られた検索ページに分類する． 
(2) 分類した検索ページそれぞれに対して，グル
ープごとに検索単語の評価を集計し，平均を求め

る． 
(3) A グループ，B グループの実験結果を併せて，
分類した検索ページごとに評価を集計し，平均を

求める． 
	 以上の集計結果を踏まえ，ベクトル情報が付与

された単語による検索が有効であったか，また，

なぜそのような結果になったのかを考察する． 
 
7. おわりに 
本研究では，ベクトル情報が付与された単語に

よる検索支援システムを提案した．検索支援シス

テムの有効性については，これから評価実験を行

う予定である． 
また，その実験結果を考察し，本研究内におい

て，より扱いやすいシステムの開発に取り組む予

定である． 
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